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７Ｎｏ．１５４ １
（平成２３年）

　生涯学習都市「三学のまち恵那」宣言の制定記念式典が６月１１日、市民三学運動の柱の一つ「読書

のすすめ」の拠点である市中央図書館前で開催されました。この宣言は、郷土の先人、佐藤一斎が「子

どもも大人も高齢者も、みんな学んで幸せになろう」と説く、三学の精神を理念に制定されたものです。
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東
京
―

名
古
屋
間
は
２
８
６
㌔

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
（
東
京
都
―
名
古

屋
市
間
）
の

ル
ー
ト
は
、
東

京
都
内
の
東
海

道
新
幹
線
品
川

駅
付
近
を
起
点

と
し
、
山
梨
リ

ニ
ア
実
験
線

（
全
体
で
４２
・
８

㌔
）、
甲
府
市

付
近
、
赤
石
山

脈
（
南
ア
ル
プ

ス
）
中
南
部
を

経
て
、
名
古
屋
市
内
に
至
る
区
間
で
す
。

延
長
は
、
約
２
８
６
㌔
に
な
り
ま
す
。

　

駅
は
、
品
川
駅
付
近
、
名
古
屋
駅
付
近

の
他
、
神
奈
川
県
内
、
山
梨
県
内
、
長
野

県
内
、
岐
阜
県
内
に
一
駅
ず
つ
設
置
さ
れ

ま
す
。
今
回
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
発
表
し
た
中

間
駅
の
直
径
５
㌔
の
範
囲
と
幅
３
㌔
の
路

線
帯
の
案
は
、
環
境
影
響
評
価
を
行
う
範

囲
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
、

環
境
影
響
評
価
を
経
て
、
実
際
の
建
設
路

線
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

当
市
も
一
時
は
駅
候
補
地
に

　

中
津
川
市
西
部
が
中
間
駅
の
予
定
地
に

な
っ
た
理
由
は
、「
Ｊ
Ｒ
中
央
線
と
平
行

す
る
形
で
、
約
２０
㍍
の
高
さ
の
地
上
駅
が

計
画
可
能
な
こ
と
」「
既
存
駅
に
隣
接
し
、

中
央
自
動
車
道
と
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で

利
便
性
が
高
い
こ
と
」「
周
辺
が
農
地
で

開
発
余
地
が
多
い
こ
と
」
で
す
。

　

当
市
内
中
心
部
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、

十
分
な
平
地
が
な
い
こ
と
や
、
高
架
橋
が

５０
㍍
を
超
え
る
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
最

終
予
定
地
に
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

坂
本
に
は
車
両
基
地
も

　

中
津
川
市
西
部
の
坂
本
地
区
に
位
置
付

け
ら
れ
る
機
能
は
、駅
と
車
両
基
地
で
す
。

駅
の
形
態
は
約
２０
㍍
の
高
架
上
の
地
上
駅

で
、
車
両
を
本
線
か
ら
副
本
線
に
引
き
込

ん
で
停
車
さ
せ
る
た
め
、
幅
５０
㍍
、
直
線

で
１
㌔
の
長
さ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
車
両
基
地
は
、６０
か
ら
７０
㌶
の
規
模
で
、

整
備
工
場
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
地
上
駅
付
近

を
除
い
て
、
８
割
の
区
間
で
ト
ン
ネ
ル
の

中
を
走
行
し
ま
す
。
市
内
を
通
過
す
る

ル
ー
ト
に
は
、
明
か
り
部
（
高
架
橋
、
橋
）

と
、山
岳
部
（
山
岳
ト
ン
ネ
ル
）
が
あ
り
、

名
古
屋
方
面
に
向
か
っ
て
阿
木
川
を
越
え

た
辺
り
か
ら
山
岳
部
に
入
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

駅
負
担
金
は
今
後
調
整

　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
想
定
で
は
、
地
上
駅
の
建

設
費
用
は
約
４
６
０
億
円
で
す
。
こ
の
う

ち
、
駅
本
体
の
費
用
約
３
５
０
億
円
を
地

元
に
求
め
る
方
針
で
す
。
今
後
は
、
県
と

関
係
自
治
体
だ
け
で
な
く
、
国
も
関
与
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
調
整
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

経
済
波
及
効
果
に
期
待

　

平
成
２６
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
始
ま
る

建
設
需
要
や
車
両
基
地
の
雇
用
、
居
住
環

境
の
変
化
に
よ
る
人
口
増
、
時
間
短
縮
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
圏
の
拡
大
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
済
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

反
面
、
今
以
上
に
東
京
一
極
集
中
化
を
招

く
可
能
性
も
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

市
で
は
、
中
間
駅
の
設

置
に
伴
い
、
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
、
国
道
１９
号
瑞

浪
恵
那
道
路
の
早
期
整
備

を
行
う
な
ど
、
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
の
メ
リ
ッ
ト

を
、
最
大
限
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き

ま
す
。　

　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
６
月
７
日
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
県
内
中
間
駅
と
、
幅
３
㌔

の
路
線
帯
の
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
県
内
の
中
間
駅
の
位
置
は
、
中
津
川
市
西

部
の
坂
本
地
区
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ア
。
ま
た
、
市
内
の
路
線
帯
は
、
大
井
町
、

長
島
町
、
武
並
町
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
北
側
を
通
る
約
１０
㌔
の
ル
ー
ト
で
す
。

　

中
間
駅
と
路
線
帯
の
位
置
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

開
通
と
、
そ
れ
に
伴
う
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、整
備
計
画
の
概
要
や
課
題
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
内
線
３
３
２
）

▲東京都―名古屋市間のルートの概略図

▲ＪＲ東海が示したリニア中央新幹線の中間駅候補地とルートの範囲 ▲山梨県にある実験線を走るリニアモーターカー

県
内
の
駅
は
、
中
津
川
市
坂
本
付
近
に

大
井
・
武
並
間
の
中
央
線
北
側
を
横
断

えな

たけ
なみ

みのさかもと

阿木川ダム

ひ
が
し
の

明
知
鉄
道

阿
木
川

木曽川

恵那峡

中央
自動

車道恵那
イン

ター

中津川
インター

土
岐
川

笠置峡

市役所

市立恵那病院
●

●
笠置振興事務所

●
武並振興事務所

ＪＲ
中央

本線

北

幅３
㌔の

路線
帯

明
か
り
部

（
高
架
橋
な
ど
）

山
岳
部

（
山
岳
ト
ン
ネ
ル
）

中間駅と
車両基地の
予定地範囲

2011.7.13 広報えな 2

　リニア中央新幹線とは、東京都を起点に、甲府市付近、

名古屋市付近、奈良市付近を主な経由地として、大阪市ま

でを時速５００㌔で走行する超電導リニアモーターカーによっ

て結ぶもの。２０２７（平成３９）年に、東京―名古屋間（事業費

５兆１千億円、所要時間４０分）が先行開業し、２０４５（平成

５７）年に大阪までが開業する予定です。

リニア中央新幹線

恵那市 中津川市

瑞浪市

トンネルのイメージ（※） 高架橋のイメージ（※） 中間駅のイメージ（※）

１２．６㍍

５．８㍍

開業までの予定

２０１１年１２月めど

　・ＪＲ東海が環境影響評価を開　

　　始（２～３年間）

２０１３年から１４年度中

　・ＪＲ東海が工事実施計画を国　

　　に提出

　・国土交通省がＪＲ東海の工事　

　　実施計画を認可

２０１４年度

　・ＪＲ東海が着工

２０２７年

　・東京―名古屋間が開業

２０４５年

　・東京―大阪間が全面開業

（※）印の図版は「交通政策審
議会中央新幹線小委員会」の
資料から転載したものです。

７
・
７
㍍



"夏のイベント”特集 ！"夏のイベント”特集 ！

７月

７月
　

市
内
で
開
催
さ
れ
る
祭
り
や
花
火
大

会
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

"夏のイベント”特集 ！

催 

し

2011.7.15 広報えな 4

待っていた
夏休みが

やってくる

申問　：問い合わせ　　：申し込み

 

奥
矢
作
森
林
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

矢
作
ダ
ム
見
学
や
魚
の
つ
か
み
取
り
、

間
伐
材
で
の
箸
づ
く
り
、
ダ
ム
湖
の
乗
船

体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

７
月
２３
日
㈯
午
前
１０
時
―
午
後

３
時

□
と
こ
ろ　

奥
矢
作
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

□
申
し
込
み　

魚
の
つ
か
み
取
り
（
先
着

５
０
０
人
）、
恵
那
駅
か
ら
の
無
料
バ
ス

（
先
着
４５
人
）
は
申
し
込
み
が
必
要
。
電

話
か
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
申
し
込
む
。

　
　
　
　

奥
矢
作
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
志
５
２
―
２
４
１
１
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト(h

ttp
://sh

in
rin

j.en
at.jp

/)

 

白
鳩
学
園
夏
祭
り

　

恵
奈
手
筒
会
に
よ
る
打
ち
上
げ
花
火
や

バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

７
月
２４
日
㈰
午
後
６
時
半

□
と
こ
ろ　

県
立
白
鳩
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

白
鳩
学
園
志
２
６
―
２
１
６
０

 

能
が
楽
し
く
な
る
勉
強
会

　

「
い
わ
む
ら
城じ

ょ
う
し址

薪た
き
ぎ
の
う

能
」（
８
月
２７
日

㈯
開
催
）
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。
能
を
理
解
し
て
、
薪

能
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

７
月
２６
日
㈫
午
後
７
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
講
師　

玉
井
博ひ

ろ

祜こ

氏
（
能
楽
師
・
重
要

無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
）

　
　

い
わ
む
ら
城
址
薪
能
実
行
委
員
会

（
ま
ち
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）
志
４
３

―
４
６
２
２

 

恵
那
納
涼
水
上
花
火
大
会

　

大
正
百
年
を
記
念
し
た
花
火
大
会
。
夜

空
と
湖
面
が
彩
ら
れ
る
恵
那
峡
の
花
火
大

会
は
、
水
上
花
火
と
打
ち
上
げ
花
火
の
共

演
が
見
も
の
。
恵
那
峡
の
峡
谷
に
迫
力
の

あ
る
音
が
響
き
わ
た
り
ま
す
。
放

ほ
う
じ
ょ
う生

会え

、

灯と
う

籠ろ
う

流
し
、水
上
花
火
大
会
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

７
月
３０
日
㈯　

▽
放
生
会
、
灯

籠
流
し
＝
午
後
７
時　

▽
水
上
花
火
大
会

＝
午
後
８
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
峡
さ
ざ
な
み
公
園

　
　

市
観
光
協
会
志
２
５
―
４
０
５
８

 

福
寿
苑
夏
ま
つ
り

　

上
矢
作
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓
の

演
奏
や
、
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

７
月
３０
日
㈯
午
後
５
時
―
８
時

□
と
こ
ろ　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿

苑

　
　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
苑
志
４

８
―
３
１
６
１

  

星
空
観
察
会

　

夜
空
に
広
が
る
夏
の
星
座
と
天
の
川
を

見
て
み
よ
う
。

□
と
き　

７
月
３０
日
㈯
午
後
７
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

　
　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
志
２
８
―
３
３
９

０
（
月
曜
日
は
休
館
）

 

大
正
改
元
百
年
記
念
式
典

　

大
正
に
改
元
さ
れ
た
百
年
目
を
記
念
し

た
式
典
。
女
優
で
歌
手
の
松
島
ト
モ
子
さ

ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
大
正
モ
ダ
ン
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
大
正

村
駐
車
場
ま
で
は
、
風
情
あ
る
ち
ょ
う
ち

ん
行
列
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
お
も
し

ろ
科
学
子
ど
も
広
場
」
も
催
し
ま
す
。

□
と
き　

７
月
３１
日
㈰　

▽
お
も
し
ろ
科

学
子
ど
も
広
場
＝
午
前
１０
時
―
午
後
３
時

▽
式
典
＝
午
後
１
時　

▽
ち
ょ
う
ち
ん
行

列
＝
夕
方

□
と
こ
ろ　

▽
式
典
な
ど
＝
明
智
か
え
で

ホ
ー
ル　

▽
お
も
し
ろ
科
学
子
ど
も
広
場

＝
明
智
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　

明
智
町
大
正
百
年
祭
推
進
協
議
会

（
日
本
大
正
村
役
場
内
）
志
５
４
―
３
９

４
４

 

小
里
川
ダ
ム
見
学
会

　

一
般
開
放
さ
れ
て
い
な
い
ダ
ム
堤
体
内

の
ゲ
ー
ト
室
な
ど
が
見
学
で
き
ま
す
。
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

□
と
き　

７
月
３１
日
㈰
①
午
前
１１
時
②
午

後
１
時
③
午
後
２
時
半

□
と
こ
ろ　

小
里
川
ダ
ム
管
理
支
所

□
定
員　

各
２０
人

□
締
め
切
り　

７
月
２９
日
㈮

　
　
　
　

小
里
川
ダ
ム
管
理
支
所
志
５
９

―
０
０
５
６

 

あ
そ
び
に
お
い
で
よ
！！

 

道
の
駅
縁
日

　

花
火
大
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
を
行
い

ま
す
。

□
と
き　

７
月
３１
日
㈰
午
後
４
時
―
９
時

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡

　
　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
志

５
９
―
０
０
５
１

 

親
子
で
「
ち
び
っ
子
陶
芸
教
室
」

　

夏
休
み
の
作
品
に
恐
竜
や
土
器
な
ど
を

作
り
、
野
焼
き
で
完
成
さ
せ
ま
す
。

□
と
き　

▽
土
器
作
り
＝
７
月

３１
日
①
午

前
１０
時
②
午
後
１
時
半　

▽
野
焼
き
＝
８

月
２１
日
㈰
午
前
１０
時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー

□
対
象　

小
中
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

□
料
金　

１
３
０
０
円

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

□
定
員　

各
１５
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

□
締
め
切
り　

７
月
３０
日
㈯

　
　
　
　

山
岡
陶
業
文
化
セ
ン
タ
ー
志
５

６
―
４
５
６
７

 

明
智
ぎ
お
ん
祭

　

家
々
の
軒
先
に
赤
ち
ょ
う
ち
ん
が
飾
ら

れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
す
。

□
と
き　

７
月
１５
日
㈮
、
１６
日
㈯
、
１７
日

㈰
午
後
６
時
―
９
時

□
と
こ
ろ　

明
智
町
市
街
地

　
　

市
観
光
協
会
明
智
支
部
（
明
智
振
興

事
務
所
内
）
志
５
４
―
２
１
１
１

 

楽
市
街
道
宵
ま
つ
り
（
夜
店
）

　

　

岩
村
の
歴
史
あ
る
町
並
み
に
、
夜
店
が

並
び
ま
す
。

□
と
き　

７
月
１６
日
㈯
、
２３
日
㈯
午
後
７

時□
と
こ
ろ　

岩
村
町
本
通
り

　
　

岩
村
町
商
店
会
（
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ

プ
ニ
シ
オ
）
志
４
３
―
３
２
６
８

 

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

 

岐
阜
大
会
ｉ
ｎ
恵
那    

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
実
験
名
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
の
実
験
を
展
開
し
ま
す
。
自
分

で
作
る
楽
し
い
工
作
や
、
科
学
の
不
思
議

な
世
界
を
体
験
し
よ
う
。

□
と
き　

７
月
１６
日
㈯
、
１７
日
㈰
午
前
１０

時
―
午
後
３
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
そ
の
他　

整
理
券
を
配
布
す
る
ブ
ー
ス

が
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

「
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
岐

阜
大
会
ｉ
ｎ
恵
那
実
行
委
員
会
」
事
務
局

（
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
志
２
５
―
５

１
２
１

親
子
で
「
ち
び
っ
子
陶
芸
教

室
」（
土
器
作
り
）

産
業
観
光
体
験
ツ
ア
ー

い
わ
む
ら
夏
祭
り
（
７
日
ま

で
）

野
井
区
夏
祭
り

ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花

火中
野
方
町
夏
祭
り

東
野
納
涼
夏
祭
り

毛
呂
窪
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

姫
栗
納
涼
夏
祭
り

く
し
は
ら
盆
踊
り

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
お
盆
イ
ベ

ン
ト
（

 １５
日
ま
で
）

寿
老
の
滝  

出
店
（
１６
日
ま
で
）

恵
那
納
涼
夏
ま
つ
り
と
盆
踊

り
の
夕
べ

明
智
町
納
涼
花
火
大
会

上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

飯
地
高
原
納
涼
夏
ま
つ
り

恵
那
ま
ち
な
か
市

椋
実
区
夏
祭
り

武
並
町
夏
ま
つ
り

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会

阿
木
川
ダ
ム
・
サ
マ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

親
子
で
「
ち
び
っ
こ
陶
芸
教

室
」（
野
焼
き
）

い
わ
む
ら
城
址
薪
能

７月

　さあ、いよいよ待っていた夏休みが始まります。

皆さんは、ことしの夏をどう過ごしますか。夏休み

には恵那のイベントがいっぱい。参加して、夏の思

い出をつくろう。

　今回は、市内の夏を 3 つのキーワード「催し」「運

動」「学ぶ」に分けて紹介します。好きなものを選

んで、恵那の夏を楽しみましょう。

明
智
ぎ
お
ん
祭（

１７
日
ま
で
）

楽
市
街
道
宵
ま
つ
り（
夜
店
）

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典

楽
市
街
道
宵
ま
つ
り（
夜
店
）

奥
矢
作
森
林
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル白
鳩
学
園
夏
祭
り

能
が
楽
し
く
な
る
勉
強
会

恵
那
納
涼
水
上
花
火
大
会

福
寿
苑
夏
ま
つ
り

星
空
観
察
会

大
正
改
元
百
年
記
念
式
典

小
里
川
ダ
ム
見
学
会

あ
そ
び
に
お
い
で
よ
！！
道
の

駅
縁
日

１５
㈮

１６
㈯

１７
㈰

２３
㈯

２３ 
㈯

２４
㈰

２６
㈫

３０
㈯

３１
㈰

３１ 
㈰

４
㈭

６   
㈯

１３ 
㈯

１４ 
㈰

１５
㈪

１６
㈫

２０ 
㈯

２１ 
㈰

２７
㈯

８月

申
・
問

申
・
問

問

問問 問

問

問

問

申
・
問

問 問 問

▲湖面にも光が映る水上花火
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申問　：問い合わせ　　：申し込み

 
夏
休
み
市
内
産
業
観
光
体
験
ツ
ア
ー

　

市
内
の
産
業
を
小
学
生
以
上
の
子
ど
も

や
親
子
で
見
学
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月
４
日
㈭
午
前
９
時
半
―
午

後
５
時

□
体
験
先　

阿
木
川
ダ
ム
湖
、
王
子
板
紙

恵
那
工
場
、
銀
し
ゃ
り
本
舗
（
銀
の
森
）

□
料
金　

１
０
０
０
円
／
人
（
昼
食
代
、

バ
ス
代
、
保
険
料
）

□
定
員　

３０
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

　
　
　
　

恵
那
商
工
会
議
所
（
立
尾
）
志

２
６
―
１
２
１
１

 

い
わ
む
ら
夏
祭
り

　

昭
和
２３
年
に
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る
変
装

行
列
で
す
。
町
内
会
な
ど
が
工
夫
を
凝
ら

し
た
変
装
や
企
画
で
町
並
み
を
練
り
歩
き

ま
す
。
ま
た
手
作
り
の
出
し
飾
り
や
、
あ

ん
ど
ん
な
ど
も
見
も
の
で
す
。

□
と
き　

▽
大
変
装
行
列
＝
８
月
６
日
㈯

午
後
６
時　

▽
子
ど
も
み
こ
し
＝
７
日
㈰

午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
町
本
通
り

　
　

い
わ
む
ら
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
恵

南
商
工
会
岩
村
支
所
内
）
志
４
３
―
２
６

３
６

 

野
井
区
夏
祭
り

　

花
火
や
地
元
農
産
物
の
品
評
会
、
バ

ザ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
６
日
㈯
午
後
６
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
南
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　

三
郷
振
興
事
務
所
志
２
８
―
１
０
０

１

 

ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花
火

　

仕
掛
け
花
火
や
名
物
の
音
楽
花
火
、
ス

タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
で
彩
ら
れ
る
ふ
る
さ
と

創
生
花
火
。
特
設
の
舞
台
で
は
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１３
日
㈯　

▽
縁
日
＝
午
後

３
時　

▽
花
火
＝
午
後
８
時
２０
分

□
と
こ
ろ　

岩
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

岩
村
城
再
建
構
想
実
行
委
員
会
（
恵

南
商
工
会
岩
村
支
所
内
）
志
４
３
―
２
６

３
６

  

東
野
納
涼
夏
祭
り

　

盆
踊
り
や
花
火
、
太
鼓
、
バ
ザ
ー
な
ど

を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１３
日
㈯
午
後
５
時
半

□
と
こ
ろ　

東
野
コ
ミ
セ
ン
駐
車
場
（
雨

天
の
場
合
は
、
東
野
小
学
校
体
育
館
）

□
そ
の
他　

雨
天
の
場
合
は
、
花
火
の
み

１４
日
㈰
に
行
い
ま
す
。

　
　

東
野
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
東
野
振

興
事
務
所
内
）
志
２
６
―
２
２
４
４

 

中
野
方
町
夏
祭
り

　

　

各
自
治
会
に
よ
る
出
店
や
花
火
（
約
３

０
０
発
）、
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１３
日
㈯
午
後
５
時
５０
分

□
と
こ
ろ　

中
野
方
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
　
　

中
野
方
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
中
野

方
コ
ミ
セ
ン
内
）
志
２
３
―
２
１
１
３

 

毛
呂
窪
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　

花
火
（
約
１
０
０
発
）
や
お
楽
し
み
抽

選
会
、
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１３
日
㈯
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

毛
呂
窪
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨
天

の
場
合
は
毛
呂
窪
体
育
館
）

　
　

毛
呂
窪
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
（
小

川
文
夫
）
志
２
７
―
３
９
３
３

 

姫
栗
納
涼
夏
祭
り

　

盆
踊
り
や
花
火
（
約
１
０
０
発
）
な
ど

を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１３
日
㈯
午
後
７
時

□
と
こ
ろ　

姫
栗
ふ
れ
あ
い
広
場
（
笠
置

町
）

　
　

姫
栗
区
長　

田
本
吉
郎
志
２
７
―
３

８
１
０

 

く
し
は
ら
盆
踊
り

　

屋
台
村
や
盆
踊
り
、
花
火
な
ど
を
行
う

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

□
と
き　

８
月
１３
日
㈯
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

く
し
は
ら
温
泉
マ
レ
ッ
ト
ハ

ウ
ス
い
っ
ぷ
く
前

　
　

く
し
は
ら
笑

し
ょ
う

盆ぼ
ん

団
（
串
原
振
興
事
務

所
内
）
志
５
２
―
２
１
１
１

 

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市･

山
岡 

 

お
盆
イ
ベ
ン
ト

　

昔
の
遊
び
を
教
え
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１３
日
㈯
―
１５
日
㈪
午
前
１０

時
―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡

　
　

道
の
駅
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
志

５
９
―
０
０
５
１

 

寿
老
の
滝 

出
店

　

癒
や
し
の
空
間
「
寿
老
の
滝
」
で
、
五

平
も
ち
な
ど
を
販
売
す
る
出
店
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

８
月
１３
日
㈯
―
１６
日
㈫
午
前
１０

時
―
午
後
１
時
半

□
と
こ
ろ　

寿
老
の
滝
（
三
郷
町
）

　
　

市
観
光
協
会
三
郷
支
部
（
三
郷
振
興

事
務
所
内
）
志
２
８
―
１
０
０
１

　

駅
前
通
り
を
メ
ー
ン
会
場
と
し
て
、
縁

日
や
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰
午
後
６
時
半

□
と
こ
ろ　

恵
那
駅
前
通
り

　
　

市
商
店
街
連
合
会
事
務
局
（
商
工
会

議
所
内
）
志
２
６
―
１
２
１
１ 

 

明
智
町
納
涼
花
火
大
会

　

大
正
百
年
を
記
念
し
た
花
火
大
会
。
明

智
町
全
域
に
、
ご
う
音
が
鳴
り
響
く
尺
玉

を
含
む
、
打
ち
上
げ
花
火
や
ス
タ
ー
マ
イ

ン
な
ど
（
約
１
０
０
０
発
）。
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
や
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰　

▽
バ
ザ
ー
＝
午

後
３
時　

▽
花
火
大
会
＝
午
後
７
時
半

□
と
こ
ろ　

日
本
大
正
村
駐
車
場
周
辺

　
　

明
智
町
納
涼
花
火
大
会
実
行
委
員

会
（
明
智
振
興
事
務
所
内
）
志
５
４
―

２
１
１
１

 

上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

谷
あ
い
に
響
く
花
火
（
約
８
０
０
発
）

が
特
徴
。
そ
の
他
、
魚
つ
か
み
大
会
も
あ

り
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰　

▽
魚
つ
か
み
＝

午
前
９
時　

▽
縁
日
や
盆
踊
り
、
打
ち
上

げ
花
火
＝
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

▽
魚
つ
か
み
＝
木
の
実
川

（
道
の
駅
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
の
裏

側
）　

▽
縁
日
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
打

ち
上
げ
花
火
＝
上
矢
作
町
山
村
広
場

　
　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
上

矢
作
振
興
事
務
所
内
）
志
４
７
―
２
１
１

１

 

や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」
を
テ
ー
マ
に
各

種
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

山
岡
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
志
５

６
―
３
９
２
１

 

飯
地
高
原
納
涼
夏
ま
つ
り

　

夜
空
を
飾
る
花
火
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
盆

踊
り
、
多
く
の
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

飯
地
コ
ミ
セ
ン
前

　
　

飯
地
コ
ミ
セ
ン
志
２
２
―
３
４
０
１

 

恵
那
ま
ち
な
か
市

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
野
菜
の
販
売
、

和
菓
子
の
食
べ
比
べ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰
午
後
５
時

□
と
こ
ろ　

銀
座
通
り
（
大
井
町
）

□
そ
の
他　

出
店
者
を
募
集
中

　
　

ま
ち
な
か
市
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
）
志
２
６
―
２
１
１
１

 

椋
実
区
夏
祭
り

　

盆
踊
り
や
夜
店
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰
午
後
６
時
半

□
と
こ
ろ　

椋
実
公
会
堂

　
　

三
郷
振
興
事
務
所
志
２
８
―
１
０
０

１

 

武
並
町
夏
ま
つ
り

　

盆
踊
り
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
有

志
に
よ
る
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１５
日
㈪
午
後
６
時

□
と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

　
　

ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
（
武
並
コ
ミ

セ
ン
内
）
志
２
８
―
２
４
２
７

 

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会

　

約
３
０
０
年
の
歴
史
と
伝
統
技
法
を
今

日
に
伝
え
る
花
火
大
会
。
仕
掛
け
花
火
や

ス
タ
ー
マ
イ
ン
（
約
１
０
０
０
発
）
を
打

ち
上
げ
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１６
日
㈫
午
後
７
時

□
と
こ
ろ　

山
岡
町
久
保
原
爪
切
地
蔵
前

　
　

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会
実
行
委

員
会
（
山
岡
振
興
事
務
所
内
）
志
５
６
―

２
１
１
１

 

阿
木
川
ダ
ム
・
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

 

テ
ィ
バ
ル

　

阿
木
川
ダ
ム
湖
を
船
で
巡
る
巡
視
体
験

や
ダ
ム
堤
体
内
の
見
学
会
、
も
ち
投
げ
、

魚
の
放
流
体
験
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
な
ど
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
２０
日
㈯
午
前
１０
時
―
午
後

４
時

□
と
こ
ろ　

阿
木
川
ダ
ム
入
り
口
広
場

□
主
催　

コ
コ
ロ
う
る
お
す
水
と
緑
と
歴

史
の
パ
テ
ィ
オ
推
進
協
議
会

　
　

阿
木
川
ダ
ム
管
理
所
志
２
５
―
５
２

９
５

 

い
わ
む
ら
城
址
薪
能

　

岩
村
城
藩
主
邸
跡
に
あ
る
老
松
を
背
景

に
生
か
し
た
能
舞
台
を
、
特
設
し
て
開
催

す
る
野
外
能
で
す
。

□
と
き　

８
月
２７
日
㈯　

▽
開
場
＝
午
後

４
時
半　

▽
開
演
＝
午
後
５
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
城
藩
主
邸
跡

□
演
目　

能
「
巻ま

き

絹ぎ
ぬ

」、「
橋は

し

弁べ
ん

慶け
い

」、
狂

言
「
呼よ

び

声ご
え

」

□
料
金　

▽
大
人
＝
３
０
０
０
円
（
前
売

り
）、
３
５
０
０
円
（
当
日
）　

▽
中
・
高

校
生
＝
１
０
０
０
円

　
　
　
　

い
わ
む
ら
城じ

ょ
う
し址

薪
た
き
ぎ
の
う能

実
行
委

員
会
（
ま
ち
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）
志

４
３
―
４
６
２
２

申
・
問

問 問 問 問

問問 問

問 問 問

問問

問

問 問 問

問

問問申
・
問

問

 

恵
那
納
涼
夏
祭
り
と
盆
踊
り
の

 

夕
べ

▲大人も子どもも大変身

▲夏祭りと言えば盆踊り

▲夜空を彩る打ち上げ花火

▲お地蔵さんの仕掛け花火



"夏のイベント”特集 ！"夏のイベント”特集 ！

　

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
無
料
開
放

や
、
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
の
発
表
会

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

"夏のイベント”特集 ！
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申問　：問い合わせ　　：申し込み

 

読
書
感
想
文
講
座

　

夏
休
み
の
宿
題
で
困
っ
た
こ
と
は
な
い

か
な
。
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
つ
を
教
え

て
も
ら
お
う
。

　

事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

▽
小
学
生
低
学
年
＝
７
月
２１
日

㈭
午
前
１０
時
半
―
正
午　

▽
小
学
生
高
学

年
＝
７
月
２２
日
㈮
午
前
１０
時
半
―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
中
央
図
書
館

　
　

市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

 

講
演
会
「
東
日
本
大
震
災
～
被

 

災
地
を
見
て
」

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
得
ら
れ
た
経
験

や
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
へ

の
対
策
な
ど
が
聞
け
ま
す
。

□
と
き　

７
月
２４
日
㈰
午
後
１
時
半
―
３

時□
と
こ
ろ　

市
中
央
図
書
館

□
講
師　

岩
井
慶
次
氏
（
防
災
士
）　
　

　
　

市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

 

お
も
し
ろ
理
科
実
験

　

面
白
く
て
不

思
議
な
理
科
の

実
験
。

□
と
き　

７
月

２６
日
㈫
午
前
１０

時
―
正
午

□
と
こ
ろ　

市
中
央
図
書
館

　
　

市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

 

夏
の
「
こ
わ
～
い
お
話
」

　

暑
い
夏
で
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
涼
し
く
な
る

話
で
す
。
夜
は
１
人
で
ト
イ
レ
に
行
け
な

く
な
る
か
も
。

□
と
き　

７
月
３０
日
㈯
、
８
月
１３
日
㈯
午

後
２
時
―
２
時

半□
と
こ
ろ　

市

中
央
図
書
館
セ

ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

　
　

市
中
央
図

書
館
志
２
５
―

５
１
２
０

 

カ
ラ
フ
ル
テ
ー
プ
で
ア
ニ
マ
ル 

 

モ
ビ
ー
ル
作
り

　

紙
テ
ー
プ
を
折
っ
た
り
曲
げ
た
り
し
な

が
ら
、
動
物
の
モ
ビ
ー
ル
を
作
り
ま
す
。

□
と
き　

７
月
３１
日
㈰
、
８
月
７
日
㈰
午

後
１
時
半
―
４
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館
講
座
室

□
対
象　

小
学
生　

各
日
２０
人

□
定
員　

各
日
２０
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
）

□
材
料
費　

４
０
０
円
（
保
護
者
同
伴
の

場
合
は
、
入
館
料
５
０
０
円
が
必
要
）

□
持
ち
物　

水
筒
、
の
り
、
は
さ
み
、
筆

記
用
具
、
色
鉛
筆
、
ペ
ン
、
シ
ー
ル
な
ど

飾
り
に
使
い
た
い
も
の

□
申
し
込
み　

電

話
で
申
し
込
む　

　
　
　

  

中
山
道

広
重
美
術
館
志
２

０
―
０
５
２
２

 

ま
ち
か
ど
版
画
展
ｉ
ｎ
岩
村
町

　

第
７
回
広
重
賞
市
こ
ど
も
版
画
コ
ン

ク
ー
ル
で
特
別
賞
と
奨
励
賞
に
入
賞
し
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月
３
日
㈬
―
３１
日
㈬
午
前
９

時
半
―
午
後
４
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
町
勝
川
家（
火
曜
休
館
）

□
料
金　

無
料

　
　

中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０
―
０
５

２
２

 

ら
く
ご
を
楽
し
む
会

　

子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
落
語
を
楽
し

も
う
。
演
目
は
、「
じ
ゅ
げ
む
」「
じ
ご
く

の
そ
う
べ
い
」
で
す
。

□
と
き　

８
月
６
日
㈯
午
後
２
時

□
と
こ
ろ　

市
中
央
図
書
館

　
　

市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

 

ゆ
か
た
で
涼
む
美
術
館

　

観
覧
料
の
無
料
と
夜
間
特
別
開
館
を
実

施
。
来
館
者
に
は
、
か
わ
い
い
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

□
と
き　

８
月
１４
日
㈰
午
前
９
時
半
―
午

後
８
時
（
入
館
は
午
後
７
時
半
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

中
山
道
広
重
美
術
館

　
　

中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０
―
０
５

２
２

 

絵
本
劇

　

「
へ
た
う
ま
劇
団
☆
は
な
の
き
」
が
、

「
ひ
・
み
・
つ
」
と
い
う
名
前
の
劇
を
行

い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
２１
日
㈰
①
午
前
１１
時
―
正

午
②
午
後
２
時
―
３
時

□
と
こ
ろ　

市
中
央
図
書
館

　
　

市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０ 

 

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放

　

市
民
プ
ー
ル
を
無
料
で
開
放
し
ま
す
。

□
と
き　

７
月
１７
日
㈰
、
１８
日
㈪
、
９
月

４
日
㈰
（
最
終
日
）

●
山
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・

明
智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル

□
時
間　

午
前
９
時
―
午
後
６
時

●
上
矢
作
プ
ー
ル

□
時
間　

午
後
１
時
―
６
時

【
共
通
】

　
　

市
体
育
連
盟
事
務
局

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ス
キ
ュ
ー 

 

２
０
１
１

　

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
使
っ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
に
立

つ
方
法
を
楽
し
く
身
に
付
け
ま
す
。

□
と
き　

７
月
１８
日
㈪　

□
と
こ
ろ　

三
郷
小
学
校
プ
ー
ル

　
　

市
体
育
連
盟
事
務
局

 

学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

 

（
無
料
水
泳
教
室
付
）

●
恵
那
北
学
校
プ
ー
ル

□
と
き　

７
月
２３
日
㈯
、
２４
日
㈰
午
後
１

時
―
４
時

●
長
島
小
学
校
プ
ー
ル

□
と
き　

７
月
３０
日
㈯
、
７
月
３１
日
㈰
午

後
１
時
―
４
時

●
大
井
小
学
校
プ
ー
ル

□
と
き　

８
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰
午
後
１

時
―
４
時

【
共
通
】

□
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
者
（
未
就
学

児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

□
無
料
の
水
泳
教
室　

午
後
２
時
か
ら
行

い
ま
す
。
希
望
者
は
、
当
日
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　
　

市
体
育
連
盟
事
務
局

 

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
無
料
開
放

□
と
き　

７
月

２４
日
㈰
、
８
月

２８
日
㈰
午
前
８

時
半
―
午
後
７

時□
と
こ
ろ　

恵

那
ス
ケ
ー
ト
場

□
無
料
ス
ケ
ー

ト
教
室　

①
午

前
９
時
半
②
午
後
１
時

※
貸
し
靴
は
有
料
（
５
０
０
円
）

　
　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

 

イ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

２
０
１
１

　

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
の
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
や
、
ス
ラ
ロ
ー
ム
発
表
会
。
参
加

希
望
の
方
は
、
事
前
に
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

□
と
き　

８
月
２０
日
㈯㈯
㈯

□
と
こ
ろ　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

　
　

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

　

７月

７月

７月

運 

動

学 

ぶ

　
　
▽
市
体
育
連
盟
事
務
局
＝
志
２
５

―
６
４
７
８
（
月
曜
日
は
休
館
）　

▽

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
＝
志
２
８
―
３
３
９

０
（
月
曜
日
は
休
館
）

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
無
料

開
放

学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

（
長
島
小
学
校
）

学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

（
長
島
小
学
校
）

学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

（
大
井
小
学
校
）

学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

（
大
井
小
学
校
）

イ
ン
ラ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
１

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
無
料

開
放

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放（
山
岡
・

明
智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
、
上
矢
作
プ
ー
ル
）

２４ 
㈰

３０ 
㈯

３１ 
㈰

６ 
㈯

７   
㈰

２０ 
㈯

㈬
２８ 
㈰

４   
㈰

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
山
岡
・

明
智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
、
上
矢
作
プ
ー
ル
）

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
山
岡
・

明
智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
、
上
矢
作
プ
ー
ル
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
レ
ス
キ
ュ
ー

２
０
１
１

学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

（
恵
那
北
小
学
校
）

学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

（
恵
那
北
小
学
校
）

１７  
㈰

１８   　
㈪

２３ 
㈯

２４
㈰

９月 ８月

▲上矢作プールで冷たい水に親しむ子どもたち

▲インラインスケートを楽し
む子どもたち

申
・
問

問

問 問

問問問

読
書
感
想
文
講
座
（
小
学
生

低
学
年
）

読
書
感
想
文
講
座
（
小
学
生

高
学
年
）

講
演
会
「
東
日
本
大
震
災
～

被
災
地
を
見
て
」

お
も
し
ろ
理
科
実
験

夏
の
「
こ
わ
～
い
お
話
」

カ
ラ
フ
ル
テ
ー
プ
で
ア
ニ
マ

ル
モ
ビ
ー
ル
作
り

ま
ち
か
ど
版
画
展
ｉ
ｎ
岩
村

町
（
８
月 

  ３１
日
ま
で
）

ら
く
ご
を
楽
し
む
会

カ
ラ
フ
ル
テ
ー
プ
で
ア
ニ
マ

ル
モ
ビ
ー
ル
作
り

夏
の
「
こ
わ
～
い
お
話
」

ゆ
か
た
で
涼
む
美
術
館

絵
本
劇

２１ 
㈭

２２ 
㈮

２４ 
㈰

２６
㈫

３０
㈯

３１ 
㈰

３ 
㈬

６
㈯

７ 
㈰

１３
㈯

１４
㈰

２１
㈰

８月
　

市
中
央
図
書
館
や
中
山
道
広
重
美
術

館
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

問

問

問

問問問

問 問

▲今年の実験は何だ
ろうね

▲話は暗い部屋で聞きます▲モビールの例



≪ 募集種目の一覧 ≫

申問　：問い合わせ　　：申し込み

　

道
の
駅
「
ら
っ
せ
ぃ
み
さ
と
」

で
は
、ソ
バ
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
、

そ
ば
打
ち
体
験
を
一
般
の
方
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。

　

ソ
バ
の
栽
培
を
通
し
て
、
農
業

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き　

８
月
２０
日
㈯
―
１１
月
２７

日
㈰
午
前
１０
時
―
午
後
２
時

□
料
金　

▽
大
人
＝
６
０
０
０
円

▽
子
ど
も
＝
４
０
０
０
円
（
３
歳

―
中
学
生
）

□
定
員　

２５
組
（
８０
人
程
度
、
１

組
は
２
人
―
５
人
）

□
内
容　

①
８
月
２０
日
㈯
ソ
バ
種

ま
き
・
寿
老
の
滝
で
昼
食
（
ほ
お

葉
寿
司
）
②
１０
月
下
旬
ソ
バ
刈
り

取
り
・
萱か

や

葺ぶ

き
古
民
家
に
て
昼
食

（
五
平
餅
）
③
１１
月
２７
日
㈰
収
穫

祭
・
そ
ば
打
ち
体
験
・
新
米
試
食

（
地
元
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

□
締
め
切
り　

７
月
２９
日
㈮
必
着

　
　
　
　

道
の
駅
そ
ば
の
郷
ら
っ

せ
ぃ
み
さ
と
志
２
８
―
３
３
１
０
、

農
業
振
興
課
（
内
線
５
４
８
）

　

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
で

き
な
い
場
合
は
、
事
情
に
応
じ
た

納
付
方
法
を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

時
間
内
に
都
合
の
つ
か
な
い
方

な
ど
、
気
軽
に
納
税
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

７
月
２２
日
㈮
午
後
６
時

―
９
時

□
と
こ
ろ　

税
務
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
１
階
）

□
そ
の
他　

当
日
は
市
税
の
納
付

も
受
け
付
け
ま
す
。
来
庁
の
際
は

納
税
通
知
書
（
督
促
状
、
催
告
書

な
ど
）と
認
印
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
せ

ず
、
納
税
相
談
な
ど
も
な
い
場
合

に
は
、
地
方
税
法
及
び
国
税
徴
収

法
に
よ
り
、
財
産
の
差
し
押
さ
え

な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
　

税
務
課
収
納
対
策
室
（
内
線

５
０
７
）

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
免
除
や
猶
予
と

な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若

年
者
（
３０
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

未
申
請
の
方
が
、
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
、
障
害
や
死
亡
な
ど
の

不
慮
の
事
態
が
起
こ
る
と
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け

は
、
７
月
１
日
㈮
か
ら
で
来
年
６

月
分
ま
で
を
審
査
し
ま
す
。

　

申
請
は
原
則
、
毎
年
度
必
要
で

す
。
た
だ
し
、
７
月
に
申
請
す
る

場
合
は
、
昨
年
７
月
か
ら
本
年
６

月
分
ま
で
（
前
年
１
年
分
）
に
つ

い
て
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
　
　
　

保
険
年
金
課
（
内
線
１

４
８
）

　

就
職
活
動
で
の
応
募
の
基
礎
か

ら
面
接
マ
ナ
ー
ま
で
、
１
日
で
学

び
ま
す
。

□
と
き　

７
月
１３
日
㈬
午
前
１０
時

―
午
後
３
時

□
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
中
津
川

　

研
修
室
Ｃ
（
中
津
川
市
）

□
定
員　

１２
人
（
事
前
予
約
制
、

先
着
順
）

□
対
象　

求
職
中
の
方

□
持
ち
物　

雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
（
受
給
中
の
方
）、昼
食
（
外

食
可
）

　
　
　
　

勤
労
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
志
０
５
７
３
―
６
５
―
０
９

８
８

　

市
茶
道
連
盟
と
琴
の
三
社
中
に

協
力
い
た
だ
き
、
中
山
道
ひ
し
屋

資
料
館
で
抹
茶
の
提
供
と
琴
の
演

奏
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
資
料
館
は
、
江
戸
か
ら
明

治
に
か
け
て
大
井
宿
で
栄
え
、
大

井
村
の
庄
屋
も
務
め
た
商
家
で
、

豪
壮
な
町
屋
建
築
の
母
屋
と
趣
の

あ
る
茶
室
や
庭
な
ど
が
往
時
の
雰

囲
気
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
日
本
の
伝
統
文
化

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き　

７
月
１６
日
㈯㈯

▽
抹
茶

の
提
供
＝
午
前
１０
時
―
午
後
３
時

▽
琴
の
演
奏
＝
午
後
１
時
―
３
時

□
と
こ
ろ　

中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館□
料
金　

大
人
２
０
０
円
、
小
・

中
高
生
１
０
０
円
（
入
館
料
）

　
　

文
化
課
志
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
３
２
１
）

　

県
世
界
淡
水
魚
園
水
族
館
「
ア

ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
」
は
、
平
成
１６

年
に
世
界
最
大
級
の
淡
水
魚
水
族

館
と
し
て
開
館
。７
月
１４
日
に
は
、

育成資金の貸し付け

　不幸にも自動車事故により、保護

者の方が死亡または重度の後遺障が

い者になった場合に育成資金を貸し

付けます。

　そのお子さんの健全な育成を図る

ために、育成資金を無利子で貸し付

けしています。

□対象　中学３年生までのお子さん

□貸付金額　 ▽ 一時金＝１５５,０００円

▽ 月額＝２０,０００円　 ▽ 入学支度＝

４４,０００円

□条件　保護者の所得税や県、市民

税が非課税であることなど。

□返済方法　２０年以内で月賦など

による均等払い

※高校、大学へ進学の場合は、卒業

後６カ月まで返済を猶予できます

介護料の支給

　介護保険制度の自動車交通事故版

ともいえるものです。自動車事故に

より脳や脊
せき

髄
ずい

、胸腹部臓器に損傷を

受け、重度の後遺障がい者になった

ため、介護が必要となった方に支給

しています。

　障害の程度によって、介護料の支

給月額は次のとおりです。

□支給月額　 ▽第１級１号・２号で

常時要介護の方＝５８,５７０円～１３６,

８８０円　 ▽ 第２級１号・２号で随時

要介護の方＝２９,２９０円～５４,０００

円

※事故が平成１４年３月３１日以前の方

は、自賠責保険の等級認定が変更に

なっています

□対象　支給の対象は、次の要件に

該当する方です。

①民法などの損害賠償で、介護料に

相当する給付を受けていない方

②主たる生計維持者の所得が１千万

円以下の方

　　　　自動車事故対策機構岐阜支

所志０５８-２６３-５１２８

　自動車事故対策機構岐阜支所では、県内の自動車事故による被害者のための援護業務として、次
の業務を行っています。これは、自動車ユーザーからの自賠責保険金と寄付金で運用しています。

開
館
７
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

開
館
以
来
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
２
日
間
に
わ
た
り
、
小
学

生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
無
料
で
招

待
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
家
族
や
友

人
な
ど
と
一
緒
に
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

□
と
き　

７
月
９
日
㈯
、
１０
日
㈰

午
前
９
時
半
―
午
後
６
時
（
入
館

は
午
後
５
時
ま
で
）

□
と
こ
ろ　

ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ

（
各
務
原
市
）

□
内
容　

小
学
生
以
下
の
方
は
、

入
館
料
が
無
料
（
通
常
料
金
は
、

小
学
生
７
５
０
円
、
３
歳
以
上

３
７
０
円
）。

　
　

県
世
界
淡
水
魚
園
水
族
館
志

０
５
８
６
―
８
９
―
８
２
０
０

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心
配

ご
と
、
体
や
心
の
健
康
に
関
す
る

相
談
を
受
け
る
「
こ
こ
ろ
の
相
談

員
」
を
配
置
し
ま
し
た
。

近
所
や
職
場
な
ど
の
人
間
関

係
や
、
仕
事
の
悩
み
な
ど
、
人
に

言
え
な
い
悩
み
が
あ
る
方
は
、
相

談
く
だ
さ
い
。
一
人
で
悩
ま
な
い

で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

□
と
き　

月
曜
日
―
金
曜
日
（
祝

祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前

１０
時
―
午
後
３
時
（
要
予
約
）

□
相
談
窓
口　

こ
こ
ろ
の
相
談
窓

口
（
社
会
福
祉
課
内
）

　
　

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口
（
社
会

福
祉
課
内
）（
内
線
１
３
２
）

　来春採用の防衛大学校や防衛医科大学校の入学試験と、自

衛官採用試験を次のとおりに実施します。

□説明会　 ▽ 第１回＝７月１６日㈯、７月１７日㈰午前１０時

～午後７時、自衛隊恵那地域事務所（王子板紙前）　 ▽ 第２

回＝８月６日㈯、８月２８日㈰午後１時～５時、恵那文化セ

ンター（第２会議室）

※個別に対応しますので都合の良い時間にご来場ください

□公式ウェブサイト　http://www.mod.go.jp/pco/gifu/　　

　　　　自衛隊恵那地域事務所志２６-４３１０

▲収穫したソバでそば打ちを体験

▲会場となるひし屋資料館

案
内

案
内

自動車事故の被害者援護のための制度です

来春採用の自衛官を募集

こ
こ
ろ
の
相
談
員
を
活
用

く
だ
さ
い

夜
間
の
納
税
相
談
を
開
催

大
井
宿
の
旧
家
で
抹
茶
と

琴
を
体
験

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請

問

申
・
問

問申
・
問

問

申
・
問

問

申・問

申・問

募集種目 受験資格 受付期間 １次試験日

防衛医科大学校

 高卒以上
２１歳未満
 （見込含）

９月５日㈪
～３０日㈮

１０月２９日㈯、
３０日㈰

防衛大学校
（推薦）

９月５日㈪
～８日㈭

９月２４日㈯、
２５日㈰

防衛大学校
（一般）

９月５日㈪
～３０日㈮

１１月５日㈯、
６日㈰

航空学生
（パイロット養成）

８月１日㈪
～９月９日㈮ ９月２３日㈮

看護学生
（看護師養成）

 高卒以上
２４歳未満
 （見込含）

９月５日㈪
～３０日㈮ １０月２２日㈯

一般曹候補生
１８歳以上
２７歳未満

８月１日㈪
～９月９日㈮ ９月１７日㈯

自衛官候補生

11 102011.7.1 広報えな

ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ

小
学
生
以
下
に
無
料
開
放

ソ
バ
の
栽
培
を
ら
っ
せ
ぃ

み
さ
と
で
体
験

め
ざ
せ
就
職
★
セ
ミ
ナ
ー



申問　：問い合わせ　　：申し込み

　

梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
に
か
け
て

は
、食
中
毒
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

食
中
毒
予
防
の
基
本
は
、
手
洗

い
で
す
。
調
理
や
食
事
の
前
な
ど

は
、
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ

う
。
特
に
汚
れ
の
落
ち
に
く
い
指

の
間
や
指
先
、
爪
な
ど
は
念
入
り

に
洗
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

調
理
器
具
や
食
器
な
ど
か
ら
の

二
次
汚
染
も
あ
る
の
で
、
次
の
こ

と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
】

①
細
菌
を
付
け
な
い
＝
調
理
や
食

事
の
前
に
は
、
石
け
ん
で
し
っ
か

り
と
手
を
洗
う
。
調
理
器
具
は
肉

や
魚
、野
菜
用
な
ど
に
区
別
す
る
。

②
細
菌
を
増
や
さ
な
い
＝
料
理
は

出
来
た
て
を
食
べ
る
。
冷
蔵
庫
は

１０
度
以
下
に
保
ち
、
ド
ア
の
開
閉

を
少
な
く
す
る
。

③
細
菌
を
や
っ
つ
け
る
＝
食
品
を

加
熱
す
る
と
き
は
、
中
心
部
ま
で

加
熱
す
る
。
使
用
し
た
調
理
器
具

は
、
殺
菌
、
消
毒
し
て
十
分
に
乾

燥
さ
せ
る
。

　
　

健
康
推
進
課
（
内
線
２
２
１
）

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

食
費
や
、
居
住
費
を
減
額
す
る
認

定
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

□
対
象　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
の
方

□
申
請　

高
齢
福
祉
課
か
各
振
興

事
務
所

※
減
額
の
開
始
日
は
、
申
請
日
の

属
す
る
月
の
初
日
か
ら
で
す

　
　
　
　

高
齢
福
祉
課
（
内
線
１

２
３
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ

ッ
ジ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
体
験

を
通
し
て
「
自
分
た
ち
で
挑
戦

す
る
楽
し
さ
」「
買
っ
て
も
ら
う

楽
し
さ
」「
仲
間
が
増
え
る
楽
し

さ
」を
目
指
し
た
体
験
学
習
で
す
。

２
万
円
を
元
手
に
模
擬
株
式
会
社

を
設
立
。
そ
の
中
で
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
や
利
益
の
分
配
な
ど
を
体

験
し
、
国
語
や
算
数
を
学
ぶ
意
味

や
税
金
、
金
利
の
仕
組
み
な
ど
を

学
び
ま
す
。

□
対
象　

５
人
１
チ
ー
ム
と
し
た

小
学
５
・
６
年
生

□
と
こ
ろ　

恵
那
商
工
会
議
所
他

□
内
容 　

▽
８
月
６
日
松
「
ド

リ
ー
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
＝
会
社
設

立
・
商
品
計
画
作
成
な
ど　

▽
９

月
１０
日
松
―

１１
日
掌
「
合
宿
セ
ミ

ナ
ー
」＝
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
・

出
資
者
募
集
な
ど　

▽
１０
月

３０
日

掌
「
販
売
実
践
」
＝
ド
リ
ー
ム
プ

ラ
ン
を
基
に
販
売　

▽
１１
月
中
旬

「
ま
と
め
セ
ミ
ナ
ー
」
＝
決
算
報

告
書
作
成
・
利
益
分
配
な
ど　

▽

１２
月
上
旬
「
決
算
発
表
会
・
表
彰

式
」
＝
決
算
発
表
・
修
了
書
交
付

※
サ
ポ
ー
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て

８
月
６
日
松
に
、
保
護
者
の
役
割

を
説
明
し
ま
す
。

□
料
金　

５
０
０
０
円（
宿
泊
費
・

テ
キ
ス
ト
代
・
保
険
料
な
ど
）

□
締
め
切
り　

７
月
１５
日
㈮

　
　
　
　

恵
那
産
業
博
覧
会
実
行

委
員
会
（
恵
那
商
工
会
議
所
内
）

志
２
６
―
１
２
１
１　

ダム周辺には近づかない

　市内には木曽川や矢作川などの

川に、ダムや水力発電所がありま

す。川沿いで遊ぶ機会が多くなる

季節となりました。

　事故防止のため、次のことに注

意してください。

・サイレンが鳴ったら放流の合図。

すぐに安全な場所に

移ってください。

・ダム周辺に

は、遊泳禁止や

立入禁止の場

所があります。

これらの場所

に近づかないでください。

・川の水が濁ってきた場合は、上

流で雨が降った証拠。突然川の水

が増えることがあるので、安全な

場所に移動してください。

・大雨洪水警報が発令されたら、

すぐに川から離れてください。ま

た、警報発令中は、川に近づかな

いでください。

　　　　関西電力㈱今渡電力シス

　　　テムセンター志０５７４-２５-

　　　　１１２５

ため池や用水路で遊ばない

　農繁期のため池や用水路は、水

位が高く危険です。痛ましい事故

を防ぐため、子どもたちが遊んで

いたら注意しましょう。小さな子

どもがいる家庭では、自宅周辺や

通学路で注意が必要な場所につい

て、日ごろから話し合いましょう。

注意看板が必要な管理者の方

は、申し込みください。

　　　　農業振興課（内線５４６）

～水辺の事故を起こさないために～

　

市
消
防
音
楽
隊
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
、
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て

ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
Ｎ
―
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ

ｅ
が
共
演
で
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
ス

テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

□
と
き　

７
月
２４
日
㈰
午
後
２
時

（
開
場
午
後
１
時
半
）

夏休み企画展
「浮世絵あにまるらんど」

　　　   ７/２２㈮～８/２８㈰

　江戸時代の終わりから明治時代の初めまでに作られた版画に

描かれた動物の表現をご覧ください。可愛らしい表現から、江
戸っ子のユーモアが感じられる表現まで、多彩な表現を浮世絵
版画の世界から見つける楽しさを感じていただければ幸いです。

７月３日掌、８月７日掌は、市民の日（市民に限り観覧料が無料

です。当日、受付係に「恵那市民です」とお伝えください )

　　中山道広重美術館志２０-０５２２

サッカー観戦チケットを配布

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

□
料
金　

無
料

　
　

消
防
課
志
２
６
―
０
１
１
９

（
内
線
２
５
２
）

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
応

援
す
る
た
め
、
気
仙
沼
市
物
産
振

興
協
会
と
釜
石
市
観
光
物
産
協
会

か
ら
取
り
寄
せ
た
海
産
物
な
ど
、

現
地
の
特
産
品
を
販
売
し
て
い
ま

す
。

□
と
こ
ろ　

市
観
光
物
産
館
え
な

て
ら
す

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

　
　

市
観
光
物
産
館
え
な
て
ら

す
（
市
観
光
協
会
）
志
２
５
―

４
０
５
８

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
大
学
な
ど
の
科

目
を
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

２０
人
以
上
の
申
し
込
み
で
、
入
学

料
が
通
常
の
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

□
対
象　

１５
歳
以
上
の
方
（
全
科

履
修
生
は
１８
歳
以
上
で
大
学
入
学
資

格
の
あ
る
方
）

□
入
学
料　

▽
科
目
履
修
生
（
６

カ
月
間
）
＝
３
０
０
０
円　

▽
選

科
履
修
生
（
１
年
間
）
＝
４
０
０

０
円　

▽
全
科
履
修
生
（
４
年
以

上
）
＝
１
万
１
０
０
０
円

※
入
学
生

２０
人
以
上
の
場
合

□
料
金　

１
万
１
０
０
０
円
（
１

科
目
）

□
内
容　

心
理
学
、
自
然
科
学
、

福
祉
な
ど
約
３
０
０
科
目

□
締
め
切
り　

７
月
２９
日
㈮
必
着

（
郵
送
可
）

　
　
　
　

放
送
大
学
多
治
見
分
室

志
０
５
７
２
―
２
４
―
６
３
０
９

　サッカーＦＣ岐阜のホームゲームで、大正百年をＰＲする、

恵那市ホームタウンデーを７月２３日㈯に開催します。

　ホームタウンデーに合わせ、観戦チケットを無料で配布しま

すので、この機会に観戦してみませんか。

【観戦ゲーム】

□とき　７月２３日㈯午後６時（栃木ＳＣ戦キックオフ）

□ところ　岐阜メモリアルセンター長良川競技場（岐阜市）

【チケットの配布】

□座席　メインＡ自由席

□対象　市内在住か在勤、在学の方

□配布期間　７月２０日㈬まで

□人数　１,０００人（先着順、１人５枚まで）

□配布場所　観光交流室、まきがね公園、

恵那文化センター

※恵那文化センターは、土日祝日のみ配布

（７月１６日松、１７日掌は除く）。

　　商工観光課観光交流室（内線５３２）

募
集

案
内

案
内

え
な
て
ら
す
に
被
災
地
応

援
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

ジ
ュ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ

レ
ッ
ジ
の
参
加
者

放
送
大
学
１０
月
の
集
団
入

学
生注意！

問

申
・
問

問問

申
・
問

問

問

申
・
問

▲模擬株式会社で販売を体験

問

申・問

歌川広重　１８５１( 嘉永４) 年

略画 光
こ う

琳
り ん

風
ふ う

立
りゅう

斎
さ い

百
ひゃく

図
ず

「山王祭」

▲昨年の市消防音楽隊のコンサート

▲えなてらすで取り扱う現地の特産品

▲ため池に設置してある注意看板

13 122011.7.1 広報えな

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
の
居
住
費
を
減
額

市
消
防
音
楽
隊
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

肉
の
生
食
や
加
熱
不
足
に

よ
る
食
中
毒
に
注
意
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こ
と
し
は
、
サ
ク
ラ
と
ハ
ナ

シ
ョ
ウ
ブ
の
研
究
で
世
界
的
に

有
名
な
、
岩
村
出
身
の
植
物
学

者
三
好
学
の
生
誕
１
５
０
年
で

す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
、
鈴
木
誠
氏

（
東
京
農
業
大
学
教
授
）
を
講

師
に
迎
え
「
生
誕
１
５
０
年
を

迎
え
た
三
好
学
博
士
か
ら
学
ぶ

も
の
」
と
題
し
た
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

□
と
き　

７
月
１６
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

岩
村
コ
ミ
セ
ン

□
料
金　

２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　

い
わ
む
ら
一
斎
塾（
堀
井
）

志
４
３
―
２
０
２
５

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
】 

□
と
き　

８
月
９
日
㈫
、
１７
日

㈬
、
２４
日
㈬
、
３０
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
を
使

い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、キ
ー

ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、
パ
ソ

コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧
に
説

明
し
ま
す
。

□
料
金　

７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

※
テ
キ
ス
ト
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま
す
の

で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分

か
ら
な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

【
子
ど
も
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
】

　

夏
休
み
の
ひ
と
と
き
に
、
友

達
や
親
子
で
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら

展
開
図
を
選
ん
で
印
刷
し
、
切

り
抜
い
て
組
み
立
て
る
紙
模
型

工
作
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。 

□
と
き　

▽
Ａ
講
座
＝
８
月
３

日
㈬
午
前
１０
時
―
午
後
３
時 

▽
Ｂ
講
座
＝
８
月
１１
日
㈭
午
前

１０
時
―
午
後
３
時

□
定
員　

１０
人
（
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
） 

□
料
金　

５
０
０
円（
材
料
費
） 

□
持
ち
物　

は
さ
み
、
木
工
用

ボ
ン
ド
、
定
規
、
弁
当
、
飲
み

物
、
完
成
品
を
入
れ
る
袋 

【
共
通
】

□
と
こ
ろ　

恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室

□
申
し
込
み
期
間　

７
月
９
日

㈯
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。「
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ

ン
講
習
」
を
、
初
め
て
受
講
す

る
方
は
、
８
月
１
日
㈪
ま
で
に

申
し
込
め
ば
優
先
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　　

先
日
、
某
民
放
テ
レ
ビ
局
が
、

地
方
自
治
体
の
議
会
に
つ
い
て
、

議
員
定
数
と
報
酬
な
ど
を
放
送
し

て
い
ま
し
た
。

　

定
数
は
、
地
方
自
治
体
の
人
口

や
財
政
規
模
な
ど
を
、
総
合
的
に

判
断
し
て
決
め
て
い
る
。
議
員
報

酬
は
、
議
会
が
運
営
さ
れ
た
日
数

に
応
じ
て
支
給
。
政
務
調
査
費
な

ど
の
経
費
は
、
一
定
の
基
準
に
照

合
し
て
決
め
る
、
と
い
う
革
新
的

な
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
議
会
改
革
を
ど
の
よ

う
に
進
め
ま
す
か
。

（
匿
名
・
岩
村
町
）

　

市
議
会
で
は
、
昨
年
２

月
に
議
会
改
革
協
議
会
を

設
置
し
、
議
員
定
数
の
削
減
や
政

務
調
査
費
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
協
議
の
結
果
、
昨
年
１２

月
に
、
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
議
員
定
数
は
、
県
下
の
人
口
な

ど
で
類
似
す
る
都
市
を
参
考
に
、

現
在
の
２４
人
か
ら
４
人
減
の
２０
人

に
す
る
」「
政
務
調
査
費
は
、
現

在
、
月
額
４
０
０
０
円
の
交
付
金

額
を
、
次
期
改
選
時
か
ら
廃
止
す

る
」
と
い
う
内
容
で
す
。

　

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
議
員
定

数
を
４
人
減
ら
す
議
案
が
、
６
月

の
定
例
会
に
議
員
提
案
で
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
１
月
に
特
別
職
報
酬

審
議
会
で
、
議
員
の
報
酬
が
検
討

さ
れ
ま
し
た
。
類
似
す
る
都
市
と

比
較
し
た
結
果
「
現
状
維
持
」
と

い
う
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
に
あ
る
、
日
数
に
応
じ

た
議
員
報
酬
の
支
給
に
つ
い
て

も
、
貴
重
な
意
見
と
し
て
、
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
議
会
事
務
局
）

　

図
書
館
は
、
設
備
も
書
籍
も
申

し
分
な
く
、
職
員
も
親
切
で
す
。

感
じ
た
こ
と
を
一
言
。
室
内
で
読

書
の
で
き
る
所
（
デ
ス
ク
）
を
学

生
と
思
わ
れ
る
方
が
勉
強
の
た
め

長
時
間
使
用
し
て
い
ま
す
。
一
般

の
利
用
者
は
、
デ
ス
ク
が
全
く
使

え
ま
せ
ん
。
館
内
で
、
ゆ
っ
く
り

読
書
す
る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

学
生
の
使
用
す
る
デ
ス
ク
と
一

般
者
の
使
用
デ
ス
ク
を
区
別
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
同
じ
よ
う

な
思
い
を
し
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

（
匿
名
・
大
井
町
）

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、

開
館
当
初
は
、
特
に
閲
覧

席
の
制
限
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
持
ち
込
み
勉
強
の
た

め
席
を
占
領
し
た
り
、
長
時
間
荷

物
を
置
い
て
離
席
し
た
り
す
る
方

が
い
て
、
図
書
館
の
資
料
を
閲
覧

し
た
く
て
も
席
の
利
用
が
で
き
な

い
事
例
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
８
席
な
ど
の
計
２０
席

は
、
一
般
の
利
用
者
を
優
先
と
す

る
制
限
を
設
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
席
に
つ
い
て
は
、

お
互
い
に
譲
り
合
い
な
が
ら
、
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

夏
休
み
期
間
中
は
、
催
し
物
が

な
い
と
き
に
、
２
階
の
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
自

習
す
る
方
は
、
こ
ち
ら
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。（

市
中
央
図
書
館
）

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
ド
ラ
マ
の

「
て
っ
ぱ
ん
」
で
、
尾
道
の
人
々

が
老
人
は
椅
子
に
腰
掛
け
、
町
の

人
々
も
居
合
わ
せ
た
所
で
踊
っ
て

い
ま
し
た
。
恵
那
も「
ふ
る
さ
と
」

で
も
良
い
か
ら
、
老
人
も
子
ど
も

も
、
働
い
て
い
る
人
も
、
そ
の
場

で
踊
っ
て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま

す
。
共
通
の
踊
り
を
作
っ
て
く
だ

さ
い
。

（
Ｈ
・
Ｋ
・
明
智
町
）

　

県
で
は
、
来
年
開
催
さ

れ
る
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
・

大
会
」
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
国

体
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ミ
ナ
モ
に
ち

な
み
、
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
と
ミ
ナ
モ

体
操
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
と
弓
道
の
２
種
目
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
こ
の
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
と
ミ
ナ

モ
体
操
を
普
及
し
て
い
ま
す
。

　

ミ
ナ
モ
体
操
は
、
椅
子
に
腰
掛

け
た
ま
ま
、
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

一
緒
に
で
き
ま
す
。

　

国
体
の
機
運
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
と

ミ
ナ
モ
体
操
を
踊
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。（

ス
ポ
ー
ツ
課
）

　

市
が
行
う
上
下
水
道
や
医
療
、

幼
稚
園
・
小
中
学
校
の
教
育
な
ど

の
事
務
事
業
の
中
の
４
事
業
を
、

第
三
者
で
構
成
し
た
外
部
評
価
試

行
委
員
会
が
評
価
し
、
提
言
書
が

提
出
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

提
言
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。
情
報
公
開
は
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

（
匿
名
・
岩
村
町
）

　

市
で
は
、
平
成
１７
年
度

か
ら
市
役
所
内
部
で
行
政

評
価
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

評
価
の
客
観
性
を
高
め
る
た

め
、
市
民
の
目
線
で
評
価
を
行
う

市
外
部
評
価
試
行
委
員
会
を
設

置
。「
約
６
０
０
あ
る
事
務
事
業

の
中
の
４
事
業
の
評
価
結
果
」「
今

後
の
評
価
方
法
」「
委
員
会
の
在

り
方
」
の
提
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

評
価
し
た
４
事
業
は
、
①
上
矢

作
歯
科
診
療
所
運
営
経
費
②
合
併

浄
化
槽
補
助
事
業
③
市
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
育
成
事
業
④
ユ
ビ
キ
タ
ス

管
理
運
営
事
業
で
す
。

　

市
外
部
評
価
試
行
委
員
会
の
提

言
書
は
、
市
役
所
や
各
振
興
事
務

所
、
市
中
央
図
書
館
の
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.city

.en
a.lg

.jp

）
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
外
部
評
価
を
本
格

実
施
す
る
た
め
、
こ
の
提
言
を
基

に
「
市
民
評
価
委
員
会
」
を
設
置
。

６
月
１７
日
に
、
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
第
１
回
目
の
委
員
会
で

は
、
委
員
へ
委
嘱
状
の
交
付
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
委
員
１０
人
と
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
１
人
で
構
成
。
９
回

の
会
議
で
、
昨
年
度
の
事
務
事
業

約
６
０
０
の
中
か
ら
、
１０
事
業
を

選
定
し
評
価
し
ま
す
。

　

市
民
評
価
委
員
は
、
事
業
担
当

の
説
明
や
現
地
視
察
な
ど
で
、
事

業
を
理
解
し
、
事
業
の
正
当
性
を

評
価
。
１０
月
下
旬
に
は
、
市
長
へ

提
言
書
を
提
出
し
ま
す
。（

企
画
課
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）
▲見頃を迎える三好学にちなんだ

ショウブ園（岩村城
し ろ

山
や ま

城
じょう

址
し

公園内）

▲市長の施政方針を真剣に聴く議員

▲事業の選定方法などを話した第１回目の委員会

▲開放する２階のセミナールーム

▲ウオーキングの前にミナモ体操

パ
ソ
コ
ン
の
８
月
期
講
座

を
開
催

議
員
定
数
や
報
酬
な
ど

改
革
す
る
予
定
は

子
ど
も
か
ら
老
人
ま
で

共
通
の
踊
り
が
ほ
し
い

三
好
学
生
誕
１
５
０
年

特
別
公
開
講
座
を
開
催

問

申
・
問

図
書
館
で
は
勉
強
す
る

席
を
区
別
し
て
ほ
し
い

外
部
評
価
の
提
言
書
は

ど
ん
な
内
容
で
す
か
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　岩村コミュニティセンターで５月２９日、「歴史掘りお

こし読本第二巻発刊記念勉強会」が行われました。主催

は岩村町の「歴史掘りおこし委員会」。このほど発刊し

た読本の内容を参加者に分かりやすく解説しました。

　６月３日、東野幼稚園で「家族の出番」が行われ、園

児３３人がお父さんたちとサツマイモの植え付けなどを

行いました。日ごろ園児と触れ合う機会が少ないお父さ

ん。この日は、園児たちと半日を楽しく触れ合いました。

　５月２８日、「かいそう列車」が明知鉄道で運行されま

した。参加者は、行きの車内で寒天料理（海藻）を満喫。

明智町の回想法センターで回想法を体験し、快走する帰

りの車内では、懐かしい歌を歌い楽しく過ごしました。

　武並小学校で５月３０日、ひと足早い運動会を開催。例

年９月に行われる運動会ですが、ことしは市内で最終と

なる校舎の耐震化工事に伴い開催時期を変更。子どもた

ちは、初夏の風の中、真剣勝負を繰り広げました。

　

明
智
町
の
大
正
ロ
マ
ン
館
で
行
わ
れ
た
日
本
大
正
村
バ

ラ
祭
。
６
月
１２
日
に
は
、
大
正
ロ
マ
ン
館
前
の
バ
ラ
は
満

開
と
な
り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
、
奏
者
が
大
正
時
代
の
着
物
を
身
に
ま
と
っ

て
大
正
天
皇
か
ら
頂
い
た
ピ
ア
ノ
の
演
奏
や
歌
唱
を
披

露
。
野
外
の
バ
ラ
園
で
は
、
満
開
の
バ
ラ
を
背
景
に
ハ
ー

モ
ニ
カ
や
ギ
タ
ー
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
々
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
口
ず
さ
ん
だ
り
、
飛
び

入
り
で
歌
っ
た
り
し
て
、
バ
ラ
と
音
楽
を
満
喫
し
ま
し
た
。

回想・海藻・快走「かいそう列車」が運行

武並小学校でひと足早く運動会を開催

掘りおこした岩村の歴史を学ぶ

お父さんと楽しく触れ合った「家族の出番」 大
正
ロ
マ
ン
館
で
満
開
の
バ
ラ
祭

山岡町

小木曽 新
あらた

くん

１
歳
お
め
で
と
う
☆

元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て

ね
！裕

紀
さ
ん
・
ゆ
か
り
さ
ん

　８月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく１人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、７月１５日㈮までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

７月生まれのお誕生日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

三郷町

奥村 音
と

恋
こ

夏
な

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
み
ん

な
音
恋
夏
を
愛
し
て
る
よ

♡
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
！

修
平
さ
ん
・
ゆ
り
さ
ん

東野

西尾 王
おう

汰
た

くん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
た
く

さ
ん
笑
っ
て
元
気
に
大
き

く
な
っ
て
ね
☆

忠
通
さ
ん
・
智
子
さ
ん

岩村町

曽我 大
た い

智
ち

くん

１
歳
お
め
で
と
う
。
お
兄

ち
ゃ
ん
た
ち
と
元
気
よ
く

遊
ん
で
ね
！

泰
明
さ
ん
・
知
子
さ
ん

大井町

志津 奏
か な

大
た

くん

１
歳
お
め
で
と
う
錘

い
つ
も
笑
顔
で
か
わ
い
す

ぎ
♥

佑
治
さ
ん
・
明
子
さ
ん

山岡町

後藤 希
き

星
ら

ちゃん

誕
生
日
お
め
で
と
う
☆
元

気
い
っ
ぱ
い
毎
日
ハ
ッ

ピ
ー
に
過
ご
そ
う
ね
錘

沙
希
さ
ん　
　
　
　
　

明智町

梅田 真
まな

暉
き

くん

１
歳
お
め
で
と
う
。
い
た
ず

ら
大
好
き
真
暉
、元
気
い
っ

ぱ
い
大
き
く
育
っ
て
ね
。

幸
志
さ
ん
・
美
香
子
さ
ん

明智町

堀 倉
そう

太
た

朗
ろ う

くん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

こ
れ
か
ら
も
の
び
の
び
と

成
長
し
て
い
っ
て
ね
。

広
幸
さ
ん
・
瀬
莉
奈
さ
ん

長島町

伊藤 楓
ふう

夏
か

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
☆
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気
に

育
っ
て
ネ
！

源
気
さ
ん
・
彩
子
さ
ん

大井町

佐藤 珠
じ ゅ

空
ら

ちゃん

祝
１
歳
☆
Ｃ
ｕ
ｔ
ｅ
な
珠

空
に
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
注
入
♡
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
ね
！

茂
樹
さ
ん
・
二
三
枝
さ
ん

大井町

加川 太
た

雄
お

くん

１
歳
お
め
で
と
う
。
元
気

い
っ
ぱ
い
な
た
く
ま
し
い

男
の
子
に
な
っ
て
ね
。

憲
司
さ
ん
・
ひ
ろ
み
さ
ん

長島町

堀井 優
ゆ

衣
い

ちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
♡
元
気

い
っ
ぱ
い
、
明
る
く
優
し

い
女
の
子
に
な
っ
て
ね
♡

一
司
さ
ん
・
裕
香
さ
ん



輝
く

恵
那
人
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東
野
北
天
王
前　

小こ

林
ば
や
し 

一か
ず

雄お 

さ
ん　

６３
歳

　

「
ト
チ
ノ
キ
の
こ
ぶ
と
女
房
に
は
感
謝

し
て
い
る
」「
出
会
い
に
感
謝
し
た
い
」
と

話
す
、
小
林
一
雄
さ
ん
。

　

小
林
さ
ん
は
、
第
２５
回
日

※

本
煎
茶
工
芸

展
に
菓
子
鉢
を
出
品
。「
栃
こ
ぶ
拭ふ

き

漆
う
る
し

高た

か

坏
つ
き

（
縦
２５
㌢
、
横
２５
㌢
、
高
さ
８
㌢
）」
が
、

最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
に
選
ば
れ

た
。
材
料
は
、
２０
年
前
に
一
目
ぼ
れ
し
て

購
入
。
こ
の
高
坏
は
、
苦
労
の
末
、
何
年

も
掛
け
て
出
来
上
が
っ
た
。

　

ト
チ
ノ
キ
の
こ
ぶ
の
美
し
さ
に
出
会
い
、

こ
れ
に
ほ
れ
た
小
林
さ
ん
。２８
歳
の
と
き
、

ろ
く
ろ
で
、
わ
ん
や
盆
な
ど
の
木
工
品
を

作
る
木き

地じ

師し

の
道
を
選
ん
だ
。
優
れ
た
技

術
を
持
つ
父
の
正
造
さ
ん
を
師
匠
と
し
、

技
術
を
身
に
付
け
た
。
平
成
１８
年
に
は
日

本
工
芸
会
木
竹
部
会
の
正
会
員
に
認
定
さ

れ
た
。
県
内
で
は
唯
一
の
正
会
員
だ
。

　

小
林
さ
ん
は
「
木
地
師
は
、
削
る
こ
と

が
う
ま
い
だ
け
で
な
く
、
総
合
的
な
要
素

が
必
要
」
と
言
う
。
刃
物
な
ど
の
削
る
道

具
も
、
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
も
全
て
自
分
で

作
る
。「
自
分
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見

た
り
経
験
し
た
り
す
る
こ
と
や
、
遊
ぶ
こ

と
も
芸
の
う
ち
」「
い
ろ
ん
な
こ
と
を
感

じ
る
こ
と
が
大
切
」
と
語
る
。

　

小
林
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
我
こ
だ
わ

ら
ず
感
じ
る
が
ま
ま
に
」
だ
。「
パ
ッ
と

ひ
ら
め
い
た
こ
と
は
、
生
か
さ
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
」
と
言
う
。「
趣
味
で
油

絵
を
や
る
が
、
こ
れ
が
仕
事
の
ア
イ
デ
ア

に
つ
な
が
る
。
そ
の
逆
も
あ
る
」そ
う
だ
。

　

小
林
さ
ん
は
「
良
い
刃
物
を
作
り
、
細

か
い
と
こ
ろ
ま
で
美
し
く
仕
上
げ
る
こ

と
」「
父
の
技
法
を
再
現
し
、
父
の
作
品

に
近
づ
け
る
よ
う
に
」と
心
掛
け
て
、日
々

精
進
す
る
。「
刃
物
が
自
分
の
イ
メ
ー
ジ

ど
お
り
に
切
れ
、
良
い
作
品
が
で
き
た
と

き
は
喜
び
」
と
、木
地
師
の
魅
力
を
話
す
。

　

「
恵
那
は
木
の
国
。
木
に
触
れ
る
こ
と

や
木
工
の
技
術
を
伝
え
て
い
き
た
い
」と
、

え
な
の
森も

林り

づ
く
り
推
進
委
員
を
引
き
受

け
た
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た
り

し
て
、
ろ
く
ろ
の
普
及
や
啓
発
に
も
努
め

て
い
る
。

　

「
何
で
も
目
標
を
持
つ
こ
と
が
大
切
」

と
話
す
小
林
さ
ん
。
手
の
届
く
夢
を
持
ち

続
け
、
夫
婦
で
生
涯
現
役
を
目
指
す
。

日
本
煎
茶
工
芸
展
で
最
高
賞

こ
だ
わ
ら
ず
感
じ
る
が
ま
ま

　６月８日に、伝統の味とその良さを見直そうと「恵那

の味・伝承講座」がアグリパーク恵那総合管理センター

で行われました。この日は、ほお葉ずし作りに挑戦。色

とりどりの奇麗なほお葉ずしは、当地域の郷土料理です。

　明知鉄道の花白温泉駅前の田んぼで６月５日、「第 2

回どろんこサッカーｉｎ山岡」が開催されました。参加

者は、子どもも大人も全身泥だらけ。田んぼのぬくもり

を感じながら熱戦を繰り広げました。

　飯地小学校で６月３日、「なかよし班対抗球技大会」

が行われました。全生徒が６班に分かれて行ったフット

ベースボール競技。児童らは、試合に一生懸命ながらも、

声を掛け合い、ニコニコ楽しい大会になりました。

　６月１２日に、市役所周辺で「２０１１健康・福祉祭」が

行われ、約２,３００人が訪れました。約３０のブースで健

康と福祉をテーマに出展。子どもから高齢者まで、健康

チェックや食生活の改善方法などを学びました。

　大正百年を記念し、６月５日、ことし百歳を迎える日

野原重明さん（医学博士）を名古屋国際会議場に迎え「大

正浪漫シンポジウムｉｎ名古屋大会」を開催。司葉子さ

ん（日本大正村村長）らと元気に大正を語りました。

　第５８回全日本勤労者弓道選手権大会が６月４日、５

日にまきがね公園で開催。全国から集まった７０チーム、

２５１人が参加し、真剣勝負が行われました。野外では恵

那の名物などの店が設けられ、大変にぎわいました。

まきがね公園で弓道の全国大会 ニコニコがいっぱいの球技大会

大正浪漫シンポジウムで大正を語る 泥だらけになった「どろんこサッカー」

健康と福祉をテーマに健康福祉祭 伝承講座でほお葉ずしを学ぶ

８１

※日本煎茶工芸展＝煎茶工芸の発展や技術の向上、技術の保護、煎茶工芸作家の育成などを目的に、㈳全日本煎茶道連盟が京
都で行う工芸展



『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　大
おお

船
ぶね

神社は、上矢作町大船山の標高１,０６０㍍に位置し、

１８５６（安政 3）年の神社改築の折に彫られた本殿の彫刻

は、県の重要文化財に指定されている。この彫刻は、立
たて

川
かわ

和
わ

四
し

郎
ろう

富
とみ

重
しげ

の作で、本殿正面が唐
から

獅
じ

子
し

、波、牡
ぼ

丹
たん

をく

わえる唐獅子など。脇障子は、

雲の中の鳳
おおとり

、狂
くるい

獅
し

子
し

などで写実

的に表現されている。

　大船神社に至る参道には、約

３００本のアカマツの巨木が約４

㌔にわたって立ち並び、１９８３（昭

和５８）年、「日本名松百選」に

選ばれた。樹齢は推定２３０年。

また大船神社の境内には県指定

天然記念物の弁慶杉もある。大

船神社は、近年はパワースポッ

トとしても注目を浴びている。

５１

５２

▲笠置山にあるピラミッド状のペトログラフ

▲大船山にある大船神社

　長島町鍋山の中腹に立つメンヒルは原始

的な呪
じゅ

術
じゅつ

、儀礼、あるいは信仰と深い関係

をもった遺構とも考えられる巨石記念物。

寄り添うように立つ、2本の立石の数㌢離

れた隙間からは、夏至に日の出が見えるこ

とが確認された。

ペトログラフ・イワクラ 超古代からのメッセージ

大船神社と松並木 日本名松百選

広報えなNo.１５４
２０１１年（平成２３年）
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▲市安心安全メール配信システム
　（登録用ＱＲコード）

　　　市ＷＥＢ版文字放送システム

▲

　　　　        　　　　（閲覧用ＱＲコード）

　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』７月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１.１円（税込み）です。

　書物によれば、大船神社の前身は勝岳山

大船寺という寺院で、７６５～７６７年（天平

神護年間）に奈良東大寺の初代別当良
ろう

弁
べん

が

開いたと伝える古い寺であった。その後、

明治の神仏分離令により、山中の六
ろく

社
しゃ

権
ごん

現
げん

が残って現在の大船神社になったという。
▲約４㌔にわたって巨木が続いて
いる松並木

　ペトログラフとは、先史時代から岩石に刻まれた文字

や記号、文様、絵画のことを言い、特に笠置山周辺で見

られる。学術的研究と古代のロマンを求め、地元住民を

はじめ、各種団体が古代からのメッセージを研究中。

　イワクラとは、現代の神社やお寺などの本殿に相当す

る超古代の山岳祭
さい

祀
し

遺跡のことを言う。今から約４千年

以上も昔、三角岩

や巨大石など、不

思議な形をした大

小さまざまな岩を

ご神体の岩として

祭ったもので、「磐
いわ

座
くら

」と書き表す。

山岡町には「野田」、

「別荘」など数々の

巨石群がある。

次号は７月１５日号
　発行日は７月１５日㈮です

▲夏至の日に、隙間から日の出が見えると
いう長島町鍋山のメンヒル




